
　　集特」泉温のんぽっに「

年度　第回「にっぽんの温泉選」投票開始　

第回「にっぽんの温泉選」全ランキング結果 旅
行
会
社
、Ｏ
Ｔ
Ａ
の
投
票
で
ラ
ン
キ
ン
グ
決
定

第回

プレイバック

にっぽんの温泉
選

年度

前
回
は
１
位
草
津
、２
位
道
後
、３
位
下
呂

投
票
次
第
で
順
位
に
波
乱
も
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「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０

選
」
は
、
温
泉
地
に
対
す
る
旅

行
者
の
支
持
、
旅
行
会
社
の
評

価
を
把
握
す
る
た
め
に
１
９
８

７
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ラ
ン

キ
ン
グ
を
通
じ
て
地
元
関
係
者

の
地
域
づ
く
り
へ
の
意
識
を
高

揚
し
、
全
国
の
温
泉
地
の
活
性

化
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

　
投
票
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
や
Ｋ
Ｎ
Ｔ

―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、

日
本
旅
行
、
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア

ー
ズ
な
ど
の
旅
行
会
社
、
じ
ゃ

ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
や
楽
天
ト
ラ
ベ
ル

と
い
っ
た
Ｏ
Ｔ
Ａ
な
ど
に
協
力

を
求
め
て
い
る
。

年
度
の
第


回
の
有
効
投
票
数
は
２
２
９

２
件
。
内
訳
は
は
が
き
投
票
が

１
１
７
８
件
、
オ
ン
ラ
イ
ン
投

票
が
１
１
１
４
件
。
投
票
１
件

で
最
大
５
カ
所
の
温
泉
地
を
記

入
で
き
る
こ
と
か
ら
総
投
票
数

は
９
２
０
３
票
と
な
っ
た
。

　

年
度
の
第

回
で
は
、
１

位
が
草
津
温
泉
（
群
馬
県
）
だ

っ
た
。
首
都
圏
を
中
心
に
票
を

集
め
た
と
み
ら
れ
、

年
連
続

ト
ッ
プ
の
位
置
を
維
持
し
た
。

地
域
を
挙
げ
た
中
長
期
的
な
視

点
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
、
湯
畑
を
中
心
と
す
る

景
観
や
施
設
の
整
備
が
評
価
さ

れ
た
と
み
ら
れ
る
。

年
度
に

は
ク
ラ
シ
ッ
ク
エ
リ
ア
の
整

備
、
も
み
じ
公
園
の
新
設
、
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
改
修
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
２
位
は
道
後
温
泉
（
愛
媛

県
）
。
前
年
度
の
３
位
か
ら
２

位
に
順
位
を
上
げ
た
。

年
７

月
に
道
後
温
泉
本
館
が
約
５
年

半
ぶ
り
に
全
館
営
業
を
再
開
し

た
話
題
性
も
投
票
を
後
押
し
し

た
と
み
ら
れ
る
。
道
後
温
泉
本

館
は

年
１
月
の
工
事
着
手
以

降
、
保
存
修
理
を
進
め
な
が
ら

営
業
、
集
客
す
る
と
い
う
取
り

組
み
を
成
功
さ
せ
た
。

　
３
位
は
下
呂
温
泉（
岐
阜
県
）

と
な
っ
た
。
温
泉
の
魅
力
に
加

え
、
充
実
し
た
宿
泊
施
設
、
グ

ル
メ
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
評

価
が
高
い
と
み
ら
れ
、
ト
ッ
プ

３
圏
内
は
５
年
連
続
と
な
っ

た
。
観
光
庁
の
「
先
駆
的
Ｄ
Ｍ

Ｏ
」
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
下

呂
温
泉
観
光
協
会
を
中
心
と
し

た
地
域
づ
く
り
も
全
国
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
る
。

　
４
～
７
位
の
顔
ぶ
れ
、
順
位

は
前
年
度
と
同
様
だ
っ
た
。
４

位
が
別
府
八
湯
（
大
分
県
）
、

５
位
が
有
馬
温
泉（
兵
庫
県
）、

６
位
が
登
別
温
泉（
北
海
道
）、

７
位
が
指
宿
温
泉
（
鹿
児
島

県
）
。
８
位
に
は
、
前
年
度
の


位
か
ら
順
位
を
上
げ
た
黒
川

温
泉
（
熊
本
県
）
が
入
っ
た
。

９
位
は
城
崎
温
泉（
兵
庫
県
）、


位
は
箱
根
温
泉（
神
奈
川
県
）

と
な
っ
た
。

　
ト
ッ
プ

を
う
か
が
う
位
置

に
も
有
力
温
泉
地
が
入
っ
て
い

る
。

位
に
由
布
院
温
泉
（
大

分
県
）
、

位
に
熱
海
温
泉

（
静
岡
県
）
が
ラ
ン
ク
し
た
。

　

位
に
は
、
能
登
半
島
地
震

で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
和
倉

温
泉
（
石
川
県
）
が
入
っ
た
。

前
年
度
の

位
と
ほ
ぼ
同
位
置

を
キ
ー
プ
し
た
。
一
部
を
除
い

て
多
く
の
宿
泊
施
設
が
休
業
す

る
中
で
の
上
位
入
り
は
異
例
だ

が
、
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０

選
実
行
委
員
会
で
は
、
復
旧
・

復
興
へ
の
応
援
票
、
災
害
当
時

の
避
難
対
応
を
評
価
す
る
票
が

集
ま
っ
た
と
み
て
、
投
票
結
果

の
ま
ま
ラ
ン
キ
ン
グ
す
る
こ
と

に
し
た
。

　
注
目
温
泉
地
で
は
、
乳
頭
温

泉
郷
（
秋
田
県
）
は

位
か
ら


位
に
、
霧
島
温
泉
（
鹿
児
島

県
）
は

位
か
ら

位
に
、
上

諏
訪
温
泉
（
長
野
県
）
は

位

か
ら

位
に
、
稲
取
温
泉
（
静

岡
県
）
は

位
か
ら

位
に
、

そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
か
ら
順
位
を

上
げ
た
。

　
他
の
順
位
の
動
向
で
は
、
能

登
半
島
地
震
の
影
響
を
受
け
た

が
、

年
に
開
業
し
た
北
陸
新

幹
線
金
沢
―
敦
賀
の
沿
線
の
温

泉
地
が
順
位
を
上
げ
た
。
あ
わ

ら
温
泉
（
福
井
県
）
が
前
年
度

の

位
か
ら

位
に
順
位
を
上

げ
た
。
山
代
温
泉
（
石
川
県
）

は

位
か
ら

位
に
、
山
中
温

泉
（
石
川
県
）
は

位
か
ら


位
に
そ
れ
ぞ
れ
順
位
を
上
げ

た
。

　
伸
び
が
目
立
つ
主
な
温
泉
地

で
は
、
三
朝
温
泉
（
鳥
取
県
）

が

位
か
ら

位
に
、
石
和
温

泉
（
山
梨
県
）
が

位
か
ら


位
に
、
川
湯
温
泉
（
北
海
道
）

が

位
か
ら

位
に
、
か
み
の

や
ま
温
泉
（
山
形
県
）
が

位

か
ら

位
に
、
越
後
湯
沢
温
泉

（
新
潟
県
）
が

位
か
ら

位

に
、
松
之
山
温
泉
（
新
潟
県
）

が

位
か
ら

位
に
な
っ
た
。

　
前
年
度
は
圏
外
な
が
ら
、


年
度
に
１
０
０
選
に
入
っ
た
温

泉
地
は
、

位
の
黄
金
崎
不
老

ふ
死
温
泉
（
青
森
県
）
、

位

の
ニ
セ
コ
温
泉
郷（
北
海
道
）、


位
の
長
島
温
泉（
三
重
県
）、


位
の
天
童
温
泉（
山
形
県
）、

鴨
川
温
泉
（
千
葉
県
）
、
西
山

温
泉
（
山
梨
県
）
、
１
０
０
位

の
作
並
温
泉
（
宮
城
県
）
だ
っ

た
。

　
観
光
経
済
新
聞
社
は
、
第

回「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０
選
」の
投
票
受
け

付
け
を
開
始
し
た
。
旅
行
会
社
や
Ｏ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
投
票
に
よ
っ
て
ラ
ン
キ
ン
グ

を
決
定
す
る
。
配
布
す
る
投
票
は
が
き
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
投
票
を
呼
び

掛
け
、
票
数
を
集
計
す
る
。
投
票
の
締
め
切
り
は

月
末
。
温
泉
地
が
取
り
組

む
環
境
整
備
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、旅
行
者
の
満
足
度
な
ど
に
応
じ
て
毎
年
度
、

順
位
が
変
動
す
る
。
投
票
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
、
参
考
ま
で
に
２
０
２
４
年
度

に
実
施
さ
れ
た
第

回「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０
選
」の
投
票
結
果
で
あ
る
ラ

ン
キ
ン
グ
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。


